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はじめに
デュプリケート方式マージャンとは何ぞや？
は、形容詞として 重複の うりふたつの 、名詞として 複製品 模写






筆者のところに 世界初のデュプリケート方式マージャン大会 の案内が届いたのは 年
月のことであった。





















各回は東場 局、南場 局、西場 局、北場 局、合計 局の一荘。
使用する配牌とツモヤマのセットは一局ごとに運営スタッフが用意し、各卓へ運ぶ。
各選手の配牌とツモヤマはスタッフが直接各選手の前に 列で配置する。（写真 ）
















































表 マ ジャンの 換算表
点差 点差 点差 点差
以上



























次に各家は、東家から順に 枚ずつを 回取ってきて 列に横に並べ、最後に 枚ずつを
デュプリケート方式マージャン


























この作業を各卓で 回繰り返し、 セット分の牌ヤマを作る。つまり 卓で セット、一荘
分の牌ヤマができる訳である。
スタッフは、どのセットが東 局 北 局にあたるかを正しく管理しなくてはならない。



































東家 の第 ツモは（九索）。この牌姿なら の三色三同順と全帯 を目指す打（六万）
は自然な打牌であろう。

























不求人 点 二暗刻 点 無字 ） 点 喜相逢 点 点




三色三同順 点 全帯 点 平和 点 老少副 ） 点 辺張 点 自摸 点 点































































































三色三歩高 点 （南） 点 明槓 点 点






家合わせて フーロの乱戦となった卓 とは打って変わって、卓 は全員メンゼンでの摸
牌譜
打となった。














































点差 点差 点差 点差
表 ブリッジの 換算曲線
表 マージャンの 換算曲線














































） は 枚の手牌であるということを示している。つまり、その手牌から 枚を打つ手番である。
とあれば 枚の手牌で、打牌は完了している。
）チェンプカオ。牌譜 、卓 の南家 のアガリ手のような、三色で三筋の数牌 種類と字牌の 種類、合
計 種類のうち 種を揃えた形。雀頭は不要。








）ラオシャオフー。一色の数牌で と の シュンツ。
）中国ルールでは、アガリ点の他にポーカーのアンティのような基本点 点を加えて計算する。
）チーシンプカオ。 種類の字牌がすべて揃った全不靠。
）トイプタオ。牌の図柄に天地区別がない（白）（一筒）（二筒）（三筒）（四筒）（五筒）（八筒）（九筒）（二
索）（四索）（五索）（六索）（八索）（九索）の 種類だけを使ったアガリ。
デュプリケート方式マージャン
）シュワンチィェンク。三元牌ふた組のコウツ、またはカンツ。
）サンソーサンプーカオ。三色の数牌で、ひと目上がりの シュンツ。
）この場合、（三万）がフリテンとなるが、中国ルールにはフリテンがないので（六万）は出てもツモっても
アガれる。
